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府
に
対
し
、
婚
外
子
差
別
を
誘

発
し
か
ね
な
い
要
因
を
除
去
す

る
と
と
も
に
、
戸
籍
実
務
上
不

要
な
事
項
を
廃
止
し
て
事
務
を

簡
素
化
す
る
た
め
、
次
の
事
項

を
強
く
求
め
る
。
⑴
戸
籍
法
第

49
条
第
２
項
第
１
号
の
規
定

を
削
除
し
、
出
生
届
に
お
け
る

「
嫡
出
子
」
・
「
嫡
出
で
な
い

子
」
の
別
の
記
載
欄
を
廃
止
す

る
こ
と
。
⑵
戸
籍
法
第
13
条
第

４
号
及
び
第
５
号
の
規
定
を
改

正
し
、
戸
籍
の
記
載
事
項
か

ら
、
実
父
母
と
の
続
き
柄
及
び

養
父
母
と
の
続
き
柄
を
廃
止
す

る
こ
と
。
な
お
、
続
き
柄
廃
止

に
伴
い
、
性
別
を
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
性
別

欄
を
設
け
る
こ
と
。

□
生
活
困
窮
者
支
援
と
住
宅
支

援
策
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
、
政
府

及
び
東
京
都
に
対
し
、
生
活
困

窮
者
支
援
と
住
居
支
援
策
充
実

の
た
め
、
次
の
事
項
を
強
く
求

め
る
。
⑴
60
歳
未
満
の
若
年
単

身
世
帯
も
公
営
住
宅
に
入
居
で

き
る
よ
う
、
自
治
体
で
条
例
改

正
が
で
き
る
よ
う
、
国
は
自
治

体
に
対
し
、
家
賃
補
助
等
の
助

成
金
を
含
む
施
策
を
実
施
す
る

こ
と
。
⑵
東
京
都
は
、
若
年
単

身
世
帯
が
入
居
可
能
と
な
る
よ

う
、
都
営
住
宅
の
同
居
要
件
を

廃
止
す
る
条
例
改
正
を
す
る
こ

と
。
⑶
国
は
、
「
新
た
な
住
宅

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
」
が

実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
、
借
り
上
げ
公
営
住
宅
制
度

で
の
活
用
及
び
入
居
継
続
支
援

に
対
す
る
補
助
を
実
施
す
る
こ

と
。
⑷
東
京
都
は
、
単
身
用
物

件
を
積
極
的
に
借
り
上
げ
公
営

住
宅
と
し
て
活
用
し
、
若
年
単

身
者
の
居
住
確
保
支
援
を
行
う

こ
と
。
⑸
災
害
救
助
法
に
基
づ

く
、
み
な
し
公
営
住
宅
の
拡
充

に
取
り
組
む
こ
と
。

◆
「
中
仙
川
雨
水
貯
留
施
設
整

備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
」
に
係
る
契
約
の
金
額
の

金
と
り
く
ず
し
収
入
を
130
万

円
、
雨
水
貯
留
施
設
整
備
工
事

費
負
担
金
収
入
を
764
万
円
そ
れ

ぞ
れ
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
千
718
万
７
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
926
億
７

千
172
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
補
正
の
内
容
は
、
歳
出
予

算
で
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
給
付
事
業
費
を
１
億
１

千
718
万
７
千
円
計
上
す
る
と
と

も
に
、
歳
入
予
算
で
母
子
家
庭

等
対
策
総
合
支
援
事
業
費
補
助

金
を
１
億
１
千
718
万
７
千
円
増

額
す
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
800
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
180
億
２
千
891
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
補
正
の
内

容
は
、
歳
出
予
算
で
傷
病
手
当

金
を
800
万
円
計
上
す
る
と
と
も

に
、
歳
入
予
算
で
国
民
健
康
保

険
税
を
８
千
500
万
円
減
額
、
国

民
健
康
保
険
災
害
臨
時
特
例
補

助
金
を
５
千
100
万
円
、
特
別
調

整
交
付
金
を
４
千
200
万
円
そ
れ

ぞ
れ
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
予
算
の
み
を
補
正
す
る

も
の
で
す
。
補
正
の
内
容
は
、

介
護
保
険
料
を
３
千
100
万
円
減

額
す
る
と
と
も
に
、
調
整
交
付

金
を
３
千
100
万
円
増
額
す
る
も

の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
の
専

決
処
分
に
つ
い
て

　

国
の
令
和
２
年
度
補
正
予
算

（
第
１
号
）
の
成
立
に
伴
い
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
特
別

定
額
給
付
金
及
び
子
育
て
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金
の
早
期
給
付

に
係
る
予
算
措
置
の
必
要
が
生

じ
ま
し
た
が
、
特
に
緊
急
を
要

す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る
時

間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
令
和
２
年
５
月
１
日
、
市

長
に
お
い
て
専
決
処
分
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

な
研
修
に
つ
い
て
、
中
核
市
が

行
う
研
修
を
加
え
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
感
染
し
た
被
保
険
者
等
に

係
る
傷
病
手
当
金
の
支
給
及
び

納
期
限
を
経
過
し
た
場
合
に
お

け
る
減
免
の
申
請
に
係
る
特
例

を
設
け
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

  
非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る

損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

令
の
一
部
改
正
に
基
づ
き
、
障

が
い
補
償
年
金
前
払
一
時
金
等

が
支
給
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る

障
が
い
補
償
年
金
等
の
支
給
停

止
期
間
等
の
算
定
に
用
い
る
利

率
を
改
め
る
も
の
で
す
。

関
係
と
し
て
未
婚
の
ひ
と
り
親

に
対
す
る
税
制
上
の
措
置
及
び

寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
の
見
直
し

等
を
行
う
と
と
も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経

済
対
策
に
お
け
る
税
制
上
の
措

置
と
し
て
徴
収
猶
予
の
特
例
に

係
る
手
続
等
の
整
備
等
を
す
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

  

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
等

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
新
た
に

手
数
料
及
び
手
数
料
の
算
定
方

法
を
定
め
る
と
と
も
に
、
情
報

通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政

手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便

性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の

簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た

め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情

報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
改
正
に
よ
る

通
知
カ
ー
ド
の
廃
止
に
伴
い
、

通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
事
務
に

係
る
手
数
料
を
廃
止
す
る
も
の

で
す
。

◆
三
鷹
市
地
区
公
会
堂
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
区
公
会
堂
の
開
館
時
間
に

つ
い
て
、
市
長
が
特
に
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
臨
時

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等

に
基
づ
く
事
業
の
運
営
及
び
設

備
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

  

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の
一
部
改
正
に
基
づ
き
、
放

課
後
児
童
支
援
員
と
し
て
必
要

◆
三
鷹
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

自
転
車
、
自
動
車
等
の
交
通

用
具
を
使
用
し
て
通
勤
す
る
職

員
の
通
勤
手
当
に
つ
い
て
、
身

体
に
障
が
い
を
有
す
る
職
員
に

係
る
区
分
を
新
た
に
設
け
る
と

と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
職
員
の

手
当
額
を
東
京
都
に
準
じ
て
見

直
す
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
一
般
職
の
職
員
等
の

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

職
員
の
出
張
に
つ
い
て
公
務

上
の
必
要
又
は
天
災
そ
の
他
や

む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
実
費

額
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
路
程
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

当
た
り
37
円
の
車
賃
を
支
給
す

る
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
特
殊
勤
務
手
当

支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

  

選
挙
手
当
を
廃
止
す
る
と
と

も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
か
ら
市
民
等
の
生
命
及

び
健
康
を
保
護
す
る
た
め
に
緊

急
に
行
わ
れ
た
措
置
に
係
る
業

務
に
従
事
す
る
職
員
に
防
疫
等

作
業
手
当
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

  

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
令
和
２
年
度
税
制
改
正

第
２
回
定
例
会

可

決

し

た

議

案

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

条
　
例

補
正
予
算

契
　
約

人
　
事

意
見
書
（
要
旨
）

整備が進む中仙川雨水貯留施設

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
の
専

決
処
分
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
５
月
12
日
に
策
定

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
対
応
方
針
（
第
２

弾
）
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
た

め
の
給
付
金
及
び
小
規
模
事
業

者
経
営
支
援
給
付
金
の
早
期
給

付
に
向
け
て
予
算
措
置
の
必
要

が
生
じ
ま
し
た
が
、
特
に
緊
急

を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す

る
時
間
的
余
裕
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
令
和
２
年
５
月
12

日
、
市
長
に
お
い
て
専
決
処
分

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
４
億
２
千
909
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
925
億
４

千
559
万
９
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
債
務
負
担
行
為
の
補
正
を

行
う
も
の
で
す
。
主
な
内
容
と

し
て
は
、
歳
出
予
算
に
お
い

て
、
政
務
活
動
費
の
減
額
、
住

民
情
報
シ
ス
テ
ム
共
同
利
用
推

進
事
業
費
の
減
額
、
認
証
保
育

所
等
運
営
事
業
費
の
増
額
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
関
係
費
の
計
上
、
女
性

の
た
め
の
就
労
支
援
事
業
費
の

減
額
、
中
小
企
業
者
支
援
事
業

費
の
増
額
、
都
市
計
画
事
業
運

営
費
の
減
額
、
学
習
用
端
末
等

整
備
事
業
費
の
計
上
等
を
行
う

も
の
で
す
。

◆
令
和
２
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
894
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
925
億
５
千
453
万
９
千
円

と
す
る
と
と
も
に
、
債
務
負
担

行
為
の
補
正
を
行
う
も
の
で

す
。
補
正
の
内
容
は
、
歳
出
予

算
で
雨
水
貯
留
施
設
整
備
事
業

費
を
894
万
円
増
額
す
る
と
と
も

に
、
歳
入
予
算
で
財
政
調
整
基

□
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
係
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
次
の
事
項
を
強
く

要
望
す
る
。
⑴
検
査
体
制
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
各
自
治
体
に

お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
ほ
か
各
種

検
査
体
制
の
確
立
と
運
営
に
対

す
る
迅
速
な
支
援
を
行
う
こ

と
。
⑵
医
療
提
供
体
制
の
確
保

の
た
め
、
自
治
体
へ
の
財
政
支

援
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
国
に
お

い
て
速
や
か
な
治
療
薬
及
び
ワ

ク
チ
ン
の
開
発
に
向
け
た
取
組

を
行
う
こ
と
。
⑶
経
営
が
困
難

な
中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
の

事
業
継
続
と
雇
用
確
保
等
の
た

め
、
さ
ら
な
る
支
援
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
自
治
体
が
実
施

す
る
支
援
策
に
対
す
る
財
政
支

援
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
令
和
３

年
度
以
降
も
継
続
的
な
取
組
及

び
支
援
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

⑷
臨
時
休
校
に
よ
り
、
学
習
の

遅
れ
や
学
習
環
境
の
格
差
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
、

家
庭
で
の
学
習
環
境
の
早
期
整

備
を
実
現
す
る
た
め
、
自
治
体

へ
の
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

⑸
地
域
経
済
へ
の
影
響
等
に
よ

る
税
の
減
収
な
ど
が
見
込
ま

れ
、
長
期
に
わ
た
り
自
治
体
財

政
が
逼
迫
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
持
続
可
能
な

自
治
体
運
営
を
可
能
と
す
る
た

め
の
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

□
婚
外
子
差
別
撤
廃
の
た
め
戸

籍
法
改
正
を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

変
更
に
つ
い
て

　

当
該
契
約
に
係
る
金
額
の
変

更
を
行
う
も
の
で
す
。
変
更
の

内
容
は
、
同
工
事
に
つ
い
て
、

地
下
水
位
の
影
響
に
よ
り
、
工

事
内
容
を
変
更
す
る
必
要
が
生

じ
た
た
め
、
契
約
の
金
額
を
既

定
額
２
億
４
千
145
万
円
に
２
千

206
万
３
千
800
円
を
追
加
し
、

２
億
６
千
351
万
３
千
800
円
と
す

る
も
の
で
す
。

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

石
井　
　

健
氏
（
再
任
）

　

井
上　

洋
介
氏
（
再
任
）

　

海
老
澤
誠
一
氏
（
再
任
）

　

加
藤　

篤
司
氏
（
再
任
）

　

小
林　

俊
之
氏
（
再
任
）

　

小
林　

義
明
氏
（
再
任
）

　

清
水　
　

章
氏
（
再
任
）

　

冨
澤　

伸
一
氏
（
再
任
）

　

根
岸　
　

稔
氏
（
再
任
）

　

野
村　

文
和
氏
（
再
任
）

　

峯
岸　
　

博
氏
（
再
任
）

　

淺
野　

文
雄
氏
（
新
任
）

　

石
井　

辰
男
氏
（
新
任
）

　

江
田　

早
苗
氏
（
新
任
）

　

海
老
沢　

洋
氏
（
新
任
）

　

大
野　

良
昭
氏
（
新
任
）

　

富
沢　

和
浩
氏
（
新
任
）

　

藤
沼　

良
典
氏
（
新
任
）

　

山
本　

達
也
氏
（
新
任
）

　

吉
野　

弘
司
氏
（
新
任
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

山
本　

正
和
氏
（
再
任
）

　

渡
邉　

晃
男
氏
（
再
任
）

　

根
岸　

洋
子
氏
（
再
任
）


